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７．理工学研究科における博士論文審査および学位授与要項
　本研究科の博士論文審査については、2004年度の研究科改編に伴い、それまでの要項内容に新たなコース制による運営の
記述を加え2003年11月26日の研究科教授会で承認した。本要項は、学位規則第７条第１号に該当する課程博士の審査に、学
位規則第７条第２号に該当する論文博士の審査をも包含してまとめたものである。

　〔論文発表会〕
１．学位論文の審査を申請しようとする者は、申請に先立って、研究科博士後期課程研究指導教員の１名（学位規則第７条
第１号による者は原則として研究指導教員）に論文を提出する。なお、申請者は論文の提出とともに希望する学位の種類
を申し出る。
２．論文の提出を受けた教員は、論文の内容を判断したうえ、論文発表会を開催し、その司会者となる。
３．論文発表会開催の公示および通知は、論文発表会の２週間前を原則とする。
　論文発表会の開催日時は、論文の提出を受けた教員の所属するコースで定める。大学院教務主任（当該コース）は、研
究科長に論文発表会開催を申し込み、申請者の「略歴および論文の要旨」必要部数を提出する。
　研究科長は、公示および通知する。
４．司会者は、論文発表会終了後、論文の可否について、出席の博士後期課程研究指導教員の意見を聞き、論文審査の申請
の手続きを進める。
　⑴　この場合、学位規則第７条第１号に該当する申請者については、司会者は、当該コースの承認を得たうえ、申請者が

既に退学している場合は再入学願とともに、申請者に論文審査の申請をさせる。
　⑵　学位規則第７条第２号に該当する申請者については、司会者は、所属するコースの大学院教務主任の承認を得たうえ、

申請者に所定の手続きとともに学位申請書を学長に提出させる。� 〔学位規則第９条〕

　〔受理〕
５．学位規則第７条第１号に該当する申請者については、当該大学院教務主任が研究科長に論文受理の手続きを申し出る。
研究科長は、論文受理の可否を博士後期課程委員会に諮る。� 〔学位規則第10条〕
⑴　受理の議決は、出席者の2/3以上の賛成を必要とする。
⑵　議決の方法は、無記名投票によるものとする。
⑶　既に退学している申請者に対しては、再入学願を承認する。
６．学位規則第７条第２号に該当する申請については、研究科長は５．に準ずる手続きにより、博士後期課程委員会に諮り、
その結果を学長に報告し、学長はこれを決定する。� 〔学位規則第11条〕
　
　〔審査委員会〕
７．論文の審査にあたっては、博士後期課程委員会は、審査委員会を設けなければならない。� 〔学位規則第13条〕
８．学位規則第７条第１号に該当する申請者に対しては、
⑴　審査委員主査は、原則として当該研究指導教員があたる。
⑵　副査は当該専攻所属の教員２名以上を含むものとする。
９．学位規則第７条第２号に該当する申請者に対しては、審査委員主査１名、同副査２名以上とする。�〔学位規則第13条〕

　〔審査の期間〕
10．学位規則第７条第１号に該当する申請者の論文の審査は、論文受理の日から１年以内に終了しなければならない。
11．学位規則第７条第２号に該当する申請者の論文の審査は、論文を受理した日から、原則として１年以内に終了するもの
とする。ただし、博士後期課程委員会の決議により、その期間を延長することができる。� 〔学位規則第18条〕

　〔最終試験〕
12．審査委員会は、論文の審査を終えたときは、最終試験による学力の確認を行う。
　試験は、
⑴　学位規則第７条第１号に該当する申請者に対しては、口頭試問によるが、筆答試問をあわせて行うことができる。
� 〔学位規則第15条〕
⑵　学位規則第７条第２号に該当する申請者に対しては、口頭試問および筆答試問による。� 〔学位規則第16条〕
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　〔外国語学力認定試験〕
13．学位規則第７条第２号に該当する申請者に対しては、申請者の選定した２外国語について試験を行う。
　ただし、審査委員会が申請者の経歴および研究業績により、外国語試験を行う必要がないと認めるときは、博士後期課
程委員会の承認を得て、その経歴および業績の審査をもってこれに代えることができる。� 〔学位規則第17条〕

　〔審査の結果の報告〕
14．審査委員主査は、論文の審査および最終試験等による学力の確認を終了したときは、ただちに審査報告書、最終試験の
結果の要旨、学位を授与できるか否かの意見に添え、研究科長に文書で報告する。� 〔学位規則第19条〕

　〔課程修了の議決〕
15．学位規則第７条第１号による者の、博士後期課程委員会における課程修了の議決に関しては、
⑴　審査委員主査は、審査結果の報告を行う。
⑵　課程修了の可否の議決は、委員会構成員総数の2/3以上の出席を必要とし、出席者の2/3以上の賛成がなければならな
い。

⑶　議決の方法は、無記名投票による。
⑷　審査の結果、審査委員会が博士の学位の授与を否とする認定をした場合には議決を要しない。� 〔学位規則第20条〕
16．学位規則第７条第２号による論文の合否については、15．を準用する。� 〔学位規則第21条〕

　〔学長への報告〕
17．博士後期課程委員会が15．または16．の議決をしたときは、研究科長は、論文とともにその要旨、審査の結果の要旨に
添え、議決の結果を文書で学長に報告する。� 〔学位規則第22条〕

　〔大学院委員会の審議〕
18．研究科長は、あらかじめ学位授与候補者の学歴、研究歴、職歴および審査報告書を各委員に配付しておき、研究科博士
後期課程委員会における論文審査および議決に関する手続きが適正であることの確認を得るために報告を行う。大学院委
員会には、審査委員会主査又は大学院教務主任は陪席することができる。
⑴　議決は、出席委員の2/3以上の賛成がなければならない。
⑵　議決の方法は、無記名投票による。
� 〔学位規則第23条〕
　〔学位記の授与〕
19．⑴　学長は、大学院委員会の審査経過及びその結果を文書で青山学院長に報告し、承認を求める。

⑵　学長は、学位を授与すべき者には所定の学位記を授与し、学位を授与できない者にはその旨を通知する。
⑶　学位規則第７条第１号による学位の授与は、３月及び９月とする。
⑷　学位規則第７条第２号による学位の授与は、随時とし、学位記の日付は、当該学位の授与に関する議決が行われた
日とする。

� 〔学位規則第24条〕
　〔博士学位論文の公表〕
20．⑴�　博士の学位を授与したときは、本学は当該博士の学位を授与した日から３カ月以内に当該博士の学位の授与に係わ

る論文の内容の要旨、及び論文審査の結果の要旨を公表する。
⑵　博士の学位を授与された者は、当該博士の学位を授与された日から１年以内に「青山学院大学審査学位論文」と明
記して、当該論文を公表しなければならない。

　　　　ただし、学位の授与を受ける前にすでに公表したときはこの限りではない。
⑶　前項の規定にかかわらず、博士の学位を授与された者は、やむを得ない事由がある場合には、本学の承認を受けて、
当該論文の全文に代えてその内容を要約したものを公表することができる。この場合、本学はその論文の全文を求め
に応じて閲覧に供するものとする。
⑷　前項の規定により公表する場合は「青山学院大学審査学位論文の要約」と明記しなければならない。

� 〔学位規則第25、26条〕
　〔学位の名称の使用〕
21．学位を授与された者は、学位の名称を用いるときは、当該学位を授与した本学名を次のとおり付記するものとする。
　　　　　　　　　　博士（専攻分野）（青山学院大学）� 〔学位規則第28条〕
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　〔学位記の様式〕
22．学位記及び学位申請関係書類の様式は、別表に掲げるとおりとする。� 〔学位規則第32条〕

　〔文部科学大臣への報告〕
23．博士の学位を授与したときは、学長は当該博士の学位を授与した日から３カ月以内に別記様式による学位授与報告書を
文部科学大臣に提出するものとする。� 〔学位規則第29条〕

　〔学位簿登録〕
24．博士の学位を授与したときは、学長は学位簿に登録する。� 〔学位規則第30条〕

　〔学位授与の取消し〕
25．博士の学位を授与された者が、その名誉を汚辱する行為があったとき、または不正の方法により学位の授与を受けた事
実が判明したときは、学長は、博士後期課程委員会の議を経て、その学位を取消し、学位記を返還させ、かつその旨公表
する。
　⑴　議決は、15．を準用する。� 〔学位規則第31条〕
　　　　　　　　　平成20年７月16日研究科教授会承認
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８．博士論文審査手続一覧

手 続 事 項
（学位規則） 提　　出　　書　　類 書　式 提出

部数 提出経路 備　　　　考 事 務 所 管

論 文 発 表 会

論文発表会申込書

略歴及び論文の要旨

所定用紙
学務課に
あり
　Ａ４

１部

必要
部数

大学院教務主任
（当該コース）

↓
研 究 科 長

申　　請　　者
↓

司　　会　　者
↓

相模原事務部学務課

学 位 申 請 ②
（８、９条）

博士論文①
要旨

論文目録
　　　　　　学位の種類
学位申請書
　　　　　　２外国語の
　　　　　　種類
履歴書
審査手数料③
（論文博士申請者のみ）

様　式⑶

様式⑴⑵

様　式⑷
15万円又
は20万円

３部
３部
３部
３部

１部

３通

申　請　者
↓

大　学　長

①�論文は新たに書き下ろ
されたものであること
が望ましい。しかし内
容によっては外国語で
書かれたもの、既に公
表されたものでもよい
場合がある。
②�学位申請の際の提出書
類はタイプ印書とする。
③�論文が受理されなかっ
た場合は返還する。

申　　請　　者
↓

（研究指導教員）
↓

相模原事務部学務課

論文受理の可否
（10条、11条）

大学院教務主任
（当該コース）

↓
研 究 科 長

↓
大　学　長

博士後期課程委員会
↓
大学長

（論文博士申請者）
相模原事務部学務課

論文審査委員の
決定� （13条） 博士後期課程委員会 相模原事務部学務課

論文審査及び最
終試験
（14、15、16条）

審査委員会
受理の日から１年以内に
終了。ただし論文博士の
場合は延長可。口頭試問
及び筆答試問。

相模原事務部学務課

審査結果報告
（19条）

論文審査結果要旨
最終試験結果要旨
学力の確認結果要旨
（学位授与可否の意見書）

Ａ４
１つに
まとめ
てＡ４

１部

１部
審査委員会
↓

研 究 科 長

審査委員主査
↓

相模原事務部学務課

論文の合否判定
（20、21条）

博士後期課程委員会
2/3以上の出席、2/3以上
の賛成、無記名投票。

相模原事務部学務課

大学長への報告
（22条）

博士論文
要旨
論文審査結果要旨

既出の
もの

１部
１部
１部

研 究 科 長
↓

大　学　長

相模原事務部学務課
↓

大 学 庶 務 部
学務部教務課

学位授与に関す
る決議　（23条）

学歴
研究歴　履歴書
職歴
審査報告書
研究科における審査経過

既出の
もの

学務課で
作成

構成
員に
各１
部ず
つ

大学院委員会
2/3以上の出席、2/3以上
の賛成、無記名投票。
主査又は大学院教務主任
は陪席することができる。

学務部教務課
相模原事務部学務課

院長への報告
（24条）

大学院委員会の審議経過及
びその結果 Ａ４

１部 大 学 長
↓

院 長
大 学 庶 務 部
学務部教務課

学位記の授与
（24条）

大 学 長
↓

申 請 者
学位授与の可否にかかわ
らずその旨通知する。

学位論文の公表
（25、26条）

①�論文の内容の要旨及び論
文審査結果の要旨
②青山学院大学審査学位論文

①３カ月以内に公表。
②１年以内に公表。
ただし、既に公表済
の場合は不要。

学務部教務課
相模原事務部学務課

文部科学大臣へ
の報告�（29条）

博士論文
報告書類

大 学 長
↓

文部科学大臣

３カ月以内
博士論文は国立国会図書
館へ。

大 学 庶 務 部
学務部教務課
相模原事務部学務課

〔 〕

⎫
⎜
⎬
⎜
⎭

⎫
⎜
⎬
⎜
⎭

⎫
⎜
⎬
⎜
⎭

⎫
⎜
⎬
⎜
⎭

〔 〕
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９．学位論文（博士）審査基準
　博士の学位の授与に関しては、学位申請者が提出した博士論文を、主査と2名以上の副査を加えた審査委員が、当該論文
に関する最終試験（口頭試問）により審査し、「審査報告書」を理工学研究科博士後期課程委員会に提出、それに基づき同
委員会が学位授与の可否を投票によって決定するというプロセスをとる。
　博士の学位授与における審査基準は以下のとおりである。

［審査基準］
１．�研究テーマの適切性：研究目的が明確で、課題設定が適切になされていること。
２�．情報収集の度合い：当該テーマに関する先行研究についての十分な知見を有し、立論に必要なデータや資料の収集が適
切に行なわれていること。
３�．研究方法の適切性：研究の目的を達成するためにとられた方法が、データ、資料などの処理・分析・解釈の仕方も含め
て、適切かつ主体的に行なわれていること。先行研究に対峙し得る発想や着眼点があり、それらが一定の説得力を有して
いること。
４�．論旨の妥当性：全体の構成も含めて論旨の進め方が一貫しており、当初設定した課題に対した明確かつオリジナルな結
論が提示されていること。
５�．論文作成能力：文章全体が確かな表現力によって支えられており、用紙・目次・章立て・引用・注・図版等に関しての
体裁が整っていること。
６�．上記の基準を満たしたうえで、当該学問分野における研究を発展させるに足る知見（学術的価値）が見出せること。ま
た、その点に基づいて博士学位申請者が近い将来、自立した研究者として当該分野の中で活躍していく能力および学識が
認められること。

　次頁より、各コースの具体的な課程博士・論文博士　博士審査プロセスを記す。
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課程博士・論文博士　博士審査プロセス（９月授与・３月授与）

（2005年10月19日理工学研究科教授会承認）

コース名　　：　基礎科学コース

コース会議に予備審査を行うことの了承を得る時期：
　　　　　　　　予備審査予定時期の１週間程度前までに

博士論文発表会前の予備審査　
　　回　　数：　１回
　　時　　期：　発表会の１週間程度前までに
　　審査方法：　発表者の発表および論文により審査員が審査する
　　審 査 員：　�課程博士の場合、指導教員、論文博士の場合、紹介者を主たる審査員として、

これに適切な審査をできる専門分野の近い複数名の研究者を加える。

博士論文発表会開催を申し込むことを承認するコース会議の時期：
　　　　　　　　予備審査終了後、できるだけ早く。

博士論文発表会の開催を可とする基準：
　　　　　　　　予備審査において審査員が可と認め、コース会議において了承されること。

審査委員（副査）候補者の人選：
　　時　　期：　予備審査後、適当な時期
　　人選方法：　課程博士の場合、指導教員、論文博士の場合、紹介者が候補者を提案し、
　　　　　　　　コース会議において了承する。

以上
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課程博士・論文博士　博士審査プロセス（９月授与・３月授与）

（2005年10月19日理工学研究科教授会承認）
（2017年11月８日理工学研究科教授会承認）

コース名　　：　化学コース

コース会議に予備審査を行うことの了承を得る時期：
　　３月授与：　11月上旬から中旬
　　９月授与：　５月下旬
博士論文発表会前の予備審査　
　　回　　数：　１回
　　時　　期：　博士論文発表日の３週間前
　　審査方法：　博士後期課程研究指導資格を有する審査員全員で判断
　　審 査 員：　�主査予定者（化学コース専任教員）、副査予定者（３人以上、他コース、他

大学の有資格者および同等の資格を有する者も含む）
博士論文発表会開催を申し込むことを承認するコース会議の時期：
　　　　　　　　予備審査後１週間以内
博士論文発表会の開催を可とする基準
　　課程博士：　�予備審査了承会議時に第１著者論文が欧文国際雑誌に１篇アクセプトされて

いること、ただし、当該論文は学位申請者が本学大学院博士後期課程入学後
に投稿してアクセプトされた論文に限る。　

　　論文博士：　�第１著者論文が欧文国際雑誌に３篇、その他、欧文国際雑誌に２篇アクセプ
トされていること。

審査委員（副査）候補者の人選
　　時　　期：　予備審査を承認したコース会議で人選する
　　人選方法：　主査予定者が決める

以上
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課程博士・論文博士　博士審査プロセス（９月授与・３月授与）

（2008年５月14日理工学研究科教授会承認）
（2017年11月８日理工学研究科教授会承認）

コース名　　：　機能物質創成コース

コース会議に予備審査を行うことの了承を得る時期：　
　　　　　　　　９月〜10月初旬

博士論文発表会前の予備審査　
　　回　　数：　１回
　　時　　期：　博士論文発表会（予定日）の数週間前まで。
　　審査方法：　�１時間程度の発表とその後の１時間程度の質疑応答の後に、審査委員全員で

議論し博士論文発表会を開催しても良いかどうかの審査を行う。
　　審 査 員：　主査予定者、副査予定者の全員

博士論文発表会開催を申し込むことを承認するコース会議の時期：
　　　　　　　　９月〜10月初旬　 （３月授与の場合）
　　　　　　　　２月〜３月　　　 （９月授与の場合）
博士論文発表会の開催を可とする基準
※　課程博士の場合　
　　（必要条件）　オーソライズされた専門誌（査読付き）へ、ファーストオーサーで
　　　　　　　　１篇以上の論文が受理されていること。　　　
　　（十分条件）　�主査予定者、副査予定者が予備審査を経て博士論文発表会開催が可であると

判断する。
※論文博士の場合
　　（必要条件）　�オーソライズされた専門誌（査読付き）へ、５篇以上の論文が受理されてい

ること。それらの中の３篇以上がファーストオーサーであること。
　　（十分条件）　�主査予定者、副査予定者が予備審査を経て博士論文発表会開催が可であると

判断する。

審査委員（副査）候補者の人選
　　時　　期：　予備審査会（予聴会）には原則として副査予定者は全員参加するので、
　　　　　　　　その前まで。
　　人選方法：　主査予定者が人選を行う。

以上
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課程博士・論文博士　博士審査プロセス（９月授与・３月授与）

（2005年10月19日理工学研究科教授会承認）
（2017年11月８日理工学研究科教授会承認）

コース名　　：　生命科学コース

コース会議に予備審査を行うことの了承を得る時期：
　　３月授与：　�10月末まで。少なくとも論文１編が国際学術誌（基準欄に説明）に採択され

ているか、投稿済みで修正により採択が約束されていることが必要。
　　９月授与：　２月末まで。同上。

博士論文発表会前の予備審査　
　　回　　数：　少なくとも１回
　　時　　期：　３月授与−11月末まで、　９月授与−３月末まで
　　審査方法：　予聴会を開き、審査員の協議により審査する。
　　審 査 員：　�主査予定者（指導教員）、副査予定者（少なくとも二人の理工学専攻有資格

教員）、外部審査員

博士論文発表会開催を申し込むことを承認するコース会議の時期：
　　３月授与：　11月末まで
　　９月授与：　４月中旬まで

博士論文発表会の開催を可とする基準
　課程博士
　＊�　学位研究を構成する主論文として、欧文の国際学術誌（国際学術文献データベースに登
録されたサイテーション可能な学術誌）に審査を経て形成された原著論文で、その主著者
（筆頭著者）となっているものが少なくとも一篇あること。

　＊�　学位研究を構成する副論文として、欧文の国際学術誌（同上）に審査を経て掲載された
原著論文が若干数あること。

　論文博士
　＊�　学位研究を構成する主論文として、欧文の国際学術誌（国際学術文献データベースに登
録されたサイテーション可能な学術誌）に審査を経て形成された原著論文で、その主著者
（筆頭著者）となっているものが原則として三篇あること。

　＊�　学位研究を構成する副論文として、欧文の国際学術誌（同上）に審査を経て掲載された
原著論文が若干数あること。

審査委員（副査）候補者の人選
　　時　　期：　３月授与−10月末、　 ９月授与−２月末
　　人選方法：　コース会議による

以上
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課程博士・論文博士　博士審査プロセス（９月授与・３月授与）

（2005年10月19日理工学研究科教授会承認）
（2017年11月８日理工学研究科教授会承認）

コース名　　：　電気電子工学コース

コース会議に予備審査を行うことの了承を得る時期：
　　９月授与：　２月〜３月
　　３月授与：　４月〜10月の間

博士論文発表会前の予備審査　
　　回　　数：　通常１回、場合により複数回となることもある。
　　時　　期：　９月授与は３月〜４月、３月授与は４月〜10月の間
　　審査方法：　学位論文内容のプレゼンテーション、質疑応答
　　　　　　　　（プレゼン１時間、質疑１時間　計２時間程度）
　　審 査 員：　博士後期課程研究指導教員

博士論文発表会開催を申し込むことを承認するコース会議の時期：
　　９月授与：　４月
　　３月授与：　10月〜11月

博士論文発表会の開催を可とする基準
　　１）学位論文の内容が博士の学位に値すること。
　　２）質疑における回答の内容が博士の学位に値すること。
　　３）研究業績が博士の学位の授与に値すること。
　　４）博士の学位の授与に値する人物であること。
　　上記の条件を満たした場合、可とする。

審査委員（副査）候補者の人選
　　時　　期：　９月授与は５月、３月授与は10月〜12月の間
　　人選方法：　コース会議で指導教員（又は主査予定者）の案を基に検討の上、決定。

以上
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課程博士・論文博士　博士審査プロセス（３月授与・９月授与）

（2005年10月19日理工学研究科教授会承認）
（2017年11月８日理工学研究科教授会承認）

コース名　　：　機械創造コース

コース会議に予備審査を行うことの了承を得る時期：
　　　　　　　　９月末下旬−10月初旬　開催のコース会議
　　　　　　　　論文主旨説明と同時に主査予定者および副査予定者の概略説明
　　　　　　　　（論文ドラフトを副査予定者に送付、査読依頼）
博士論文発表会前の予備審査　
　　回　　数：　２回
　　時　　期：　第１回　10月中
　　　　　　　　第２回　11月中
　　審査方法：　第１回：　著者による論文内容説明と質疑応答
　　　　　　　　第２回：　前回質疑に対する改善箇所・内容の説明と質疑応答、
　　　　　　　　　　　　　審査継続の可否判断
　　審 査 員：　主査予定者・副査予定者全員

博士論文発表会開催を申し込むことを承認するコース会議の時期：
　　　　　　　　11月下旬−12月初旬

博士論文発表会の開催を可とする基準
　　　　　　　　審査員会（主査予定者・副査予定者全員）の合意およびコース会議の承認

審査委員（副査）候補者の人選
　　時　　期：　遅くとも８月中
　　人選方法：　主査予定者による人選と学内副査予定者の合意

以上

なお、９月授与の場合は半年ずらして対応する。また、論文博士の審査も上記に准ずる。
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課程博士・論文博士　博士審査プロセス（９月授与・３月授与）

（2008年４月23日理工学研究科教授会承認）
（2017年11月８日理工学研究科教授会承認）
（2019年11月13日理工学研究科教授会承認）

コース名　　：　知能情報コース

コース会議に予備審査を行うことの了承を得る時期：
　　　　　　　　授与６カ月前まで※

博士論文発表会前の予備審査　
　　回　　数：　１回以上
　　時　　期：　授与５カ月前まで※
　　審査方法：　学位論文（草稿）、口頭発表
　　審 査 員：　知能情報コース博士後期課程研究指導教員全員

博士論文発表会開催を申し込むことを承認するコース会議の時期：
　　　　　　　　授与４カ月前まで※

博士論文発表会の開催を可とする基準
　　（1）学位論文の内容が博士の学位に値すること。
　　（2）質疑における回答の内容が博士の学位に値すること。
　　（3）研究業績が博士の学位の授与に値すること。
　　（4）予備審査において審査員が可と認め、コース会議において了承されること。
　　上記の条件を満たす場合に可とする。

審査委員（副査）候補者の人選
　　時　　期：　授与４カ月前まで※
　　人選方法：　コース会議承認

　　※�ただし、知能情報コース博士後期課程研究指導教員全員の合意があれば、一定の期限の
延長が可能。

以上
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課程博士・論文博士　博士審査プロセス（９月授与・３月授与）

（2008年４月23日理工学研究科教授会承認）
（2017年11月８日理工学研究科教授会承認）

コース名　　：　マネジメントテクノロジー コース

コース会議に予備審査を行うことの了承を得る時期：
　　９月授与：　２月から３月
　　３月授与：　４月から10月の間

博士論文発表会前の予備審査　
　　回　　数：　複数回
　　時　　期：　９月授与は３月から４月、３月授与は４月から10月
　　審査方法：　マネジメントテクノロジーコース内発表会にて学位論文内容の
　　　　　　　　プレゼンテーションと質疑応答
　　　　　　　　（この発表会は当マネジメントコースおよび経営システム工学科関係者に
　　　　　　　　公開し、当該論文に対する意見を聴取する。）
　　審 査 員：　�マネジメントテクノロジーコース博士後期課程研究指導教員

博士論文発表会開催を申し込むことを承認するコース会議の時期：
　　９月授与：　４月頃、　
　　３月授与：　10月から11月

博士論文発表会の開催を可とする基準
　　（1）　学位論文の内容が博士の学位に値すること
　　（2）　マネジメントテクノロジーコース内発表会における質疑応答の内容が博士の学位に
　　　　 値すること
　　（3）　研究業績が博士の学位授与に値すること
　　上記の条件を満たしている場合に、可とする。

審査委員（副査）候補者の人選
　　時　　期：　９月授与は５月頃
　　　　　　　　３月授与は10月から12月
　　人選方法：　コース会議で指導教員（または紹介者）の案を尊重しながら検討を行う。

以上




